近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２２クール日報（４月１７日～４月２３日）
	報告日
天気
	４月1８日（木）
曇り
（気温：1０～18°）
	報告者
	兵庫県社協　髙橋
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ２１クール：小松、林、吉岡、叶、甲谷、坂上、高原、小西、谷川、植山、伊野、平田
近ブロ２２クール：高橋、芦田、足達、村上、宮本、井上、中川、山本、長友、大橋、宮本（明）19日～
※関ブロ名（6名＋6名）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:05七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:35 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:40 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場　
ヨットハーバー開設
支援P　横溝（新潟県社協）22日まで
県社協巡回担当北野氏夕方来会
10時半、正午、13時から16時過ぎと3回避難所周り聞き取り実施
ローラー班ポスティングと聞き取り調査を開始。



	
	17:15 終礼
17:30 マニュアル更新作業、残務整理
18:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V128名（テント村58名、県職員42名、企業V21名、運転V7名）
　現地調査10件（うち一般10件、技術0件）
　ニーズ対応14件（うち完了14件、継続0件）
　ニーズ残396件（キントーン数値）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F66、ＸＸＬ20、洗濯:F84、ＸＸＬ28）
・雨天時のビブスの着用について、送り出し時点で雨が降っている場合はリーダーのみ着用。
・洗濯等でビブスが少ない場合も同様にリーダーのみ着用。
●現地調査担当
・災害ＶCo1名、丸亀市2名、自治労2名、市社協0名、関ブロ0名、近ブロ5名の10名体制で実施。
●仮仮置き場担当
・仮置場和倉の待ち時間はなし
・魚具の網は、産業廃棄物となるので注意が必要。今後納屋対応も行うことで、産業廃棄物となる廃棄物が出てくる可能性があるため、現地調査、当日のV対応では注意
・現在の仮仮置場はヨットハーバー、22日からは美術館
●ニーズ掘り起こし班
・ポスティング：ボラ8、運転ボ１、職員（関ブロ２）
　実施地区：西湊の祖浜、新保
・聴き取り；ボラ１０、運転ボ２、職員（関ブロ２）
：高階地区　聞き取り件数80件　聞き取りニーズ17件

『避難所への聞き取りの状況』
4月18日2日目実施：3か所の避難所で聞き取り実施
午前、午後、夕方に行う。避難世帯数の多くは不在で、会えてもニーズにつながらなかった。


	今後の主な予定
	●明日4/19
・支援Pの横堀氏より4月25日から企業Vとしてパナソニックが1クール4日程度で10人規模で4クール入る予定があるため。19日午後6時からオンラインで支援P李、横堀、近ブロ（高橋）とオンライン打合せ予定
· 4月23日、26日、30日　ニーズ発掘の特化日（注；クール引継ぎとの関係要注意）

	調整課題・所感等
	・避難所における聞き取りの実施方法について
・避難所から市営住宅等への引っ越し依頼2件対応、聞き取り、現調からマッチングにおいて聞き取りかたについて整理が必要ということがわかった。
· 引っ越し荷物の量、対応希望時間帯、依頼者の引っ越し先までの移動手段、確認などについて整理が必要。
・今後、仮設住宅も含めて避難所からの引っ越し依頼ケースも想定できるため確認が必要。

	その他
	・避難者の集約が今後行われる可能性あると直課長からの発言あり、その時の移動、引っ越しについて依頼対応の可能性あり
・宿に到着後、19日から発動に参加する、宮本氏と合流して、メンバー間で一日の振り返りをしながら、各担当の動きを確認、理解を深めるとともに不安軽減のためミーティングを行った



